
　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署

1

（１）広報誌・情報誌等による広報活動
の推進
市民や団体等に男女平等参画の理解
を深めてもらうために、広報誌や情報
誌、またインターネットの活用など、多
様な媒体を用いて啓発活動を行いま
す。

①評価（B）
当課では基本的には原課からの依頼を元に情報発
信を行っている。男女平等参画に関する情報につい
ては、広報とまこまいやフェイスブックなどで取り上
げた。

②評価（A）
・苫小牧市男女平等参画情報誌「ふりーむ」発行
第21号（9月）・第22号（3月）の年2回 4,000部発行
・ホームページ掲載・各公共施設に配布のほか、講
座受講者に配布
【新規】
・都市宣言啓発携帯リーフレット5,000冊、都市宣言
文入り名刺台紙を2,000組作成し、女性センター等で
配布
・路線バス車内用の都市宣言PRポスターを100枚作
成し車内に掲示（11月～３月）
・男女平等参画啓発ポスターを1,500枚作成し市内
事業所へ配布するとともに、公共施設等で掲示
・額縁に入れた苫小牧市男女平等参画都市宣言文
を町内会館、学校、公共施設などに掲示

①男女平等参画について、掲載依
頼のあったもの以外にも、関係する
話題などがあれば積極的に広報活
動に努めていく。

②宣言文やリーフレットを市民がよ
り活用できるような取組みが必要

①【継続】
毎月１回発行の広報とまこまいに行事・
情報などを臨時掲載。ホームページや
フェイスブックに行事・情報などを掲載。

②【継続】
・「ふりーむ」の発行及び配布
・都市宣言啓発携帯リーフレット及び名刺
台紙の配布
【新規】
・リーフレット及び名刺台紙の絵柄をダウ
ンロードできるようホームページに掲載
・平成29年度開催の「日本女性会議」を
PRする。

①総合政策部
（秘書広報課）

②市民生活部
（男女平等参画課）

2

（２）学習会・講演会等による啓発活動
の推進
さまざまな課題を取り上げた学習会や
講演会等を開催し啓発活動を行いま
す。

評価（A）
・女性のエンパワーメント講座～自分の持ってい
る力！知らないふりしていませんか？～（3日間）
10月開催参加者31人延べ71人
・地域防災講座（計３回）参加者68人
・女性の人権講演会（NPO法人ウィメンズ結との
共催）
 テーマ：DV被害者が働き続けるために　11月開
催　参加者 65人
【新規】
・男女平等参画セミナーの開催

【継続】
・男女平等参画講座、女性の人権講演会
等の開催
・陶芸等男性も参加できる内容の講座の
開催

【新規】
・女性のための企業セミナー開催
･女性のためのキャリアカウンセリング実
施

市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

3

（３）ジェンダーの視点による社会制
度・慣行の見直しの啓発
性差別や性別による固定的役割分
担、偏見等につながる場合があるジェ
ンダーを意識することにより、社会制
度や慣行が見直しされるよう、社会的
醸成を図ります。

評価（A）
・女性の人権講演会（NPO法人ウィメンズ結と共催）
 テーマ：DV被害者が働き続けるために　11月開催
参加者 65人
・DV防止啓発事業の実施
苫小牧市クローバーの会と共催により公共施設、町
内会館等36施設の女性用トイレに、DV防止リーフ
レットを設置 （通年）

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

施策の内容

広報・
啓発活
動の推
進

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する
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4

（４）学習団体育成、活動団体の支援
市民が主体となって行う男女平等参
画にかかる学習や推進活動を支援し
ます。

①評価（A）
・苫小牧市女性団体学習活動援助事業
1団体1回の活動に支援　援助額10,000円参加者
20人
・苫小牧男女平等参画推進協議会支援
活動費の一部20万円を助成
女性センター内に事務室を提供、その他部屋使
用料を免除
・苫小牧市婦人団体連絡協議会支援
女性センター内に事務室を提供、その他部屋使
用料を免除
・国立女性教育会館主催の男女共同参画推進
フォーラムに女性団体から1人を派遣
・国立女性教育会館主催の男女共同参画推進
フォーラムに一般公募から１人を派遣
・苫小牧市女性団体学習活動事業の援助内容や
男女共同参画推進フォーラムの一般公募をホー
ムページに掲載し周知を図る。

②評価（Ａ）
苫小牧市婦人団体連絡協議会支援
・研修活動費補助金　２４０千円助成

①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）

②教育部
（生涯学習課）

5

（５）男女平等参画宣言
男女平等参画社会の実現に向けて気
運の醸成を図るための男女平等参画
宣言を検討します。

【平成25年度終了】 【終了】 市民生活部
（男女平等参画課）

6

情報収
集・提
供の充
実

（１）男女平等参画関連の情報収集と
提供
女性センターを中心に、男女平等参画
に関する法律・制度の図書資料や関
連情報の収集と提供に努めます。

評価（A）
・女性センター図書資料室の充実
図書46冊購入（男女平等参画誌を含む）
新刊図書資料購入、他機関からの情報収集
・貸出し案内など情報誌「ふりーむ」やホームペー
ジで紹介
・図書資料室の図書整備を行った。

【継続】 市民生活部
（指定管理施設/女
性センター）

広報・
啓発活
動の推
進
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7

情報収
集・提
供の充
実

(２)各種調査の充実
男女平等参画に関わる各種調査の充
実に努めます。

①評価（A）
【新規】
市内の事業所を対象に就労における男女平等参
画に関するアンケート調査を実施、結果を審議会
に報告し、今後の取組みの検討を行った。

②評価（B）
平成26年10月1日現在、正規従業員5人以上を雇
用している事業所を対象に労働基本調査を実施
し、結果をホームページに掲載した。

②質問項目についての検討を行
う。

①【新規】
・男女平等参画に関する市民意識調査を
実施

②平成27年10月1日現在、正規従業員5
人以上を雇用している事業所を対象に労
働基本調査を実施し、結果をホームペー
ジに掲載する。

①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

8

男女平
等参画
に関わ
る諸問
題の相
談体制
の充実

相談・苦情処理
  男女平等参画に関わる相談や、市
が行う男女平等参画に関する施策に
対する苦情、男女平等参画を阻害す
るおそれのある問題に関する申出に
対し、関係機関と連携し適切な対処に
努めるとともに、申出制度の周知を図
ります。

評価（A）
・弁護士による女性のための無料法律相談年3回
（7、11、3月）開催相談者9人（1回の定員7人、1人
20分）
・男女平等に関する苦情申出制度　申出1件
ホームページ及び情報誌ふりーむで制度を周知

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

【自己評価】
　協力団体や講師等と協力し合いながら事業を行っており、利用者からの評価も良い。継続して事業を行いたい。
　ポスターやリーフレット等による啓発は新たに実施しているが、市民への意識の浸透は不十分であると感じる。
　Web媒体を活用する等、世代や状況に合わせた周知方法を検討し、事業の効果向上を図りたい。
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9

(１)人権尊重や男女平等教育の推進
人権の尊重や男女平等、相互理解・
協力についての指導の充実を図りま
す。また、多様な選択が可能となるよ
う性別にとらわれず個々の能力や個
性の伸長をを図る教育を推進します。

評価（Ａ）
・「道徳の時間」や「特別活動」における男女平
等・相互理解教育を推進した。
　人権尊重や男女平等、相互理解・協力に係る価
値項目の指導充実

・「私たちの道徳」を活用するなどし
て、「道徳の時間」や「特別活動」に
おける男女平等・相互理解教育の
充実を図る。

【継続】 教育部
（指導室）

10

（２）家庭科教育の推進
男女が共に家庭責任を担うため家庭
科教育の充実を図ります。

評価（Ａ）
小学校では、「家庭の仕事や生活時間の使い方
などに関する実践的・体験的な学習活動の充実」
を、中学校では、「幼児との触れ合いや家族・家
庭に関する実践的・体験的な学習活動の充実」を
図りながら、家庭科教育を実施した。

・指導主事による学校教育指導に
おいて、家庭科教育の一層の充実
を図る。

【継続】 教育部
（指導室）

11

（３）いじめやセクシュアル・ハラスメン
トの根絶
学校内でのいじめやセクシュアル・ハ
ラスメントの根絶に向けて家庭や地
域、関係機関との連携を強めます。

評価（Ａ）
・児童生徒が当事者として主体的にいじめの問題
に取り組む力を育むことを目的として、第２回「苫
小牧市いじめ問題子どもサミット」を開催した。
　協議１
　「いじめの問題に対して、児童会・生徒会を中心
としてどのような取組をしていきたいか話し合いま
しょう。」
　協議２
「今後の取組について、中学校区内で意見交換を
しましょう。」

第３回「苫小牧市いじめ問題子ども
サミット」において、地域との連携を
意識したいじめ根絶の取組につい
てグループ討議を行う。

【継続】 教育部
（指導室）

12

(４)教材等への配慮
道徳や特別活動の時間などにおい
て、教材や題材に配慮し男女平等の
考え方に立った指導を行います。

評価（Ａ）
・教材や題材に配慮した「道徳の時間」や「特別活
動」の指導を行った。
【道徳の時間】
　「私たちの道徳」の計画的効果的な活用
　魅力的な教材の開発
【特別活動】
　望ましい人間関係を形成する力を養う活動の充
実工夫

・「私たちの道徳」を家庭に持ち帰る
などして、家庭や地域においても活
用を図るよう啓発する。

【継続】 教育部
（指導室）

13

(５)学校関係者の意識の高揚
学校教育に携わる教職員や関係者
が、男女平等参画の視点に立った教
育を進められるよう意識の高揚を図り
ます。

評価（Ａ）
・教職員等を対象とした研修講座を実施した。
【市教育研究所研修講座】
　生徒指導・道徳教育・特別支援教育・道徳教
育・消費者教育・防災教育・不登校問題等

・今日的な教育課題に対応する講
座を設定する。

【継続】 教育部
（指導室）

Ⅰ　男女平等参画の意識改革　　　２　男女平等参画の視点に立った教育の推進

学校教
育の推
進
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14

(１)家庭教育に関する学習機会の充実
社会の慣習や慣行にとらわれず「個」
を認め合う家庭教育が行われ、健全
な家庭を築くよう母親父親に対する学
習機会と情報提供の充実に努めま
す。

評価（A）
・家庭教育学習会及び子育て相談会　年２回（各
児童センター毎実施）
・家庭教育講演会（出前講座等）　随時
・家庭教育相談　随時
・家庭教育だより　毎月発行
・「道民家庭の日」啓発（ポスター等配布）
・就学前保護者への家庭教育学習会

母親及び父親へ家庭教育に対する
積極的な学習会の開催や情報提
供を行っており、利用向上は見られ
る。しかし、より一層利用を高める
必要があるため、周知を徹底する
必要がある。

【継続】
・家庭教育学習会及び子育て相談会　年
２回（各児童センター毎実施）
・家庭教育講演会（出前講座等）　随時
・家庭教育相談　随時
・家庭教育だより　毎月発行
・「道民家庭の日」啓発（ポスター等配布）
・就学前保護者への家庭教育学習会

健康こども部
（青少年課）

15

(２)家庭教育を担う意識の醸成と学習
機会の充実
家事・育児・介護などを家庭責任を男
女が共に担う意識の醸成を図り、特に
男性の家庭管理能力を高める学習機
会の充実に努めます。

評価（A）
・家庭生活に関する講座の開催
男性を対象にした料理講座男のキッチン（初級・
中級に分けて前期・後期計３回開催）受講者51人
延べ199人
・親子料理教室の開催
親子を対象にした（親子で七夕の飾り巻き寿司を
作ろう）料理講座　時期的講座2回開催受講者13
組26人

受講者のニーズを把握し、講座内
容の充実を図る。

【継続】 市民生活部
（指定管理施設/女
性センター）

16

生涯学
習の推
進

(１)学習機会の充実と多様なプログラ
ムの提供
生涯各期の市民の学習ニーズに対応
する学習機会の充実と、多様なプログ
ラムの提供に努めます。

①評価（A）
・生涯学習施設における講座・教室の開催
女性センター前期・後期・時期的講座（40講座　受講
者延べ1,933人
【新規】女性センター自主事業講座の開催（５講座
受講者延べ288人
【新規】男女平等参画・DV出前講座の実施0件

②評価（Ａ）
・施設における講座・教室の開催
・定期的に活動するサークルに対する優先使用支援
・講座実施
 （前期52講座、後期47講座、受講者延べ10,000人）

③評価（Ａ）
（１）とまこまい市民カレッジ（文化交流センター）の
開催（５３講座　受講者延べ４７８６人）
（２）出前講座
各部署で行う「出前講座」を取りまとめし、市民への
情報提供・ＰＲ（年２回全戸配布、ホームページ掲
載）

①
・音楽室の利用促進を図る
・出前講座の周知を図る

①【継続】
時期的講座は日本の文化や季節感を楽
しみながら学ぶ講座を企画
【新規】
音楽室を利用し、カラオケ講座を実施

②生涯学習施設における講座・教室の
開催
定期的に活動するサークルに対する優先
使用の支援を継続する

③【継続】

①市民生活部
（指定管理施設/女
性センター）
②市民生活部（指定
管理施設/各コミュ
ニティセンター）
③教育部
(生涯学習課)
（指定管理施設/文
化交流センター）

家庭教
育の推
進
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番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

17

(２)公共施設の連携や関係機関の協
力
生涯学習を実施する公共施設相互の
連携を図り、高等教育機関・民間団体
等の協力を得ながら学習機会・内容
の充実を図ります。

評価（Ａ）
・生涯学習だよりで公共施設や、高等教育機関で
の学習情報の提供
・生涯学習事業担当者連絡会の開催
生涯学習関係部署・施設の事業担当者による連
携・情報交換（６月/１回）

事業担当者会議は２６年度で終了
（公共施設との連携が電話、メー
ル、訪問等で頻繁に情報交換し、
充分連携は取れていると判断）

【継続】 教育部
（生涯学習課）

18

(３)女性団体等の育成と社会参画につ
ながる学習機会の充実
女性団体等が行う学習活動を支援し
ます。また、生涯学習を通じて身につ
けた知識や技術を社会に還元できる
学習機会の充実に努めます。

①評価（A）
（１）女性のエンパワーメント講座～自分の持って
いる力！知らないふりしていませんか？～（3日
間）10月開催参加者31人延べ71人
（２）サークル活動支援
・女性センターサークル協議会の活動を支援（女
性センターフェスティバルの開催）
・定期的に活動するサークルに対して優先使用の
支援
・市民へのサークル活動の情報提供（随時）
（３）女性団体学習活動支援
・広報とまこまい4月号、ホームページ、情報誌ふ
りーむに掲載
・講座受講者にチラシを配布

②評価（Ａ）
市民へのサークル活動の情報提供（随時）

①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

②教育部
（生涯学習課）

19

（４）学習施設の拡充・整備
市民の多様な学習活動のため、学習
施設の拡充・整備に努めます。

評価（Ａ）
苫小牧市学校開放（文化）事業
西小学校の専用教室を市民の生涯学習活動に
開放

【継続】 教育部
（生涯学習課）

20

(５)生涯学習情報の一元化と相談体
制の充実
生涯学習について、市民が情報を取
得しやすいように情報の一元化を図り
ます。また、生涯学習に関する相談体
制の充実に努めます。

評価（Ａ）
（１）生涯学習だよりの発行（年２回　全戸配布）
（２）サークルガイド作成
市内公共施設等に設置、ホームページ掲載
（３）生涯学習推進アドバイザーの配置
２名配置し、市民への情報提供・学習相談に対応

【継続】 教育部
（生涯学習課）

【自己評価】
　いじめ問題等の人権に関する教育の継続や、ニーズに合わせた内容の見直しを行い取組んでいる。
　男女平等参画に関する意識を深めるため、学校だけではなく家庭や地域でも取組みが広がるような、事業とその周知方法が課題である。

Ⅰ　男女平等参画の意識改革　　　２　男女平等参画の視点に立った教育の推進

生涯学
習の推
進
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

21

(２)性の尊重や母性保護への理解
性の尊重や母性保護に対する理解を
深めるための学習機会の充実や広
報・啓発に努めます。

評価（A）
・学習ビデオ・DVDの貸出
・男女平等に関する新刊図書購入（情報誌・ホー
ムページでPR）
・他市、他機関からの資料収集、提供
・図書資料室の図書整備を行った。

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

22

(１)学校における性教育の充実
人間尊重と男女平等の精神に基づ
き、子どもが成長段階に応じ性に関す
る知識を身につけ、適切な意思決定
や行動選択ができるよう指導の充実
に努めます。

評価（Ａ）
いのちの授業の開催（全小・中学校）
性教育の実施（全小・中学校）

これまでの「いのちの授業」を「ここ
ろの授業」とすることで、生命に限
定することなく道徳教育の一環とし
て幅広い取組を推進する。

【新規】
「こころの授業」の実施

教育部
（指導室）

23

(２)性の尊重や母性保護への理解
性の尊重や母性保護に対する理解を
深めるための学習機会の充実や広
報・啓発に努めます

①評価（A）
・苫小牧性教育研究協議会への参加
・性教育講演会．セミナーの開催
・市補助金として390,000円を助成

②評価（Ｂ）
女性センター図書資料室の充実

①今後も講演会の内容充実を図る
ため、関係各所と協議していく。

②情報提供の充実に努める。

①②【継続】 ①健康子ども部
（健康支援課）

②市民生活部
（指定管理施設/女
性センター）

24

(３)青少年への有害環境の浄化
有害環境排除モニターを中心に、性や
暴力等に関する過激な情報に関し、危
険箇所の点検を実施し排除に努めま
す。また、児童・生徒を性犯罪等から
守るための運動の推進に努めます。

評価（B）
(1)「指導センターだより」（小中高、関係機関に年
３回）の発行
(2)市内全小中学校において、喫煙・飲酒・薬物乱
用防止教室を実施
(3)「子どもを守り心を育てる強調月間」の取組み
（７月１日（火）団結式　参加者１５０名）
(4)非行の未然防止・早期発見・早期支援のため
の巡回指導（市内２地区、１０５０回巡回）
(5)関係団体（警察・高指連・胆振東部補導連絡協
議会・五地区補導協議会）との協力体制の確立と
情報交換（年２～３回）
(6)「子どもＳＯＳの家」（協力者８９００名）、「子ど
もＳＯＳカー運動」の普及活動

「出会い系サイト」やＳＮＳサイトの
利用による、青少年が性犯罪や被
害に遭う事件が多発しており、ネッ
トへの監視が必要である。ただし、
対応には原課での対応は難しく、専
門知識を持った職員の配置と環境
整備（ネット閲覧）が必要である。
「子どもＳＯＳの家」普及活動につい
て、協力者は増えているが、市内全
体の貼付状況を確認出来るマップ
の作成が必要。

(1)「指導センターだより」（小中、関係機
関に年３回）の発行
(2)市内全小中学校において、喫煙・飲
酒・薬物乱用防止教室の継続実施
(3)「子どもを守り心を育てる運動」（月間
行事から年間運動へ）の取組み（７月１日
（水）団結式　参加予定者１５０名）
(4)非行の未然防止・早期発見・早期支援
のための巡回指導（市内２地区、列車、
祭典等）
(5)関係団体（警察・高指連・胆振東部補
導連絡協議会・五地区補導協議会）との
協力体制の確立と情報交換（年２～３回）
(6)「子どもＳＯＳの家」（現在協力者８９０
０名）の普及活動で目標の１０，０００件の
早期達成
(7)「子どもＳＯＳカー運動」の普及促進に
よる、市職員の防犯意識の向上を図る

健康こども部
（こども支援課）

性の尊
重につ
いての
意識の
啓発

Ⅰ　男女平等参画の意識改革　　　３　性の尊重など男女の人権についての認識の浸透
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

25

性の尊
重につ
いての
意識の
啓発

（４）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
の意識の浸透
女性の人権の視点からリプロダクティ
ブ・ヘルス／ライツの意識の浸透を図
ります。

①評価（Ｂ）
女性センター図書資料室の充実

②評価（C）
リプロダクティブ・ヘルス／ライツの意識の浸透方
法について、情報収集を行った。

①情報提供の充実に努める

②意識の浸透を図るためには、保
健師個々が理解を深める必要があ
る。各種研修等に参加し、スキル向
上を目指す。

①②【継続】 ①市民生活部
（指定管理施設/女
性センター）

②健康こども部
（健康支援課）

26

(１)市の広報・出版物等における適切
な表現の配慮
市が発行する広報誌や出版物等にお
いて、情報を得る対象は男女であるこ
とを念頭におき、固定観念にとらわれ
ない表現をするよう努めます。

評価（B）
北海道発行の男女平等参画の視点からの公的
広報の手引きの活用：ホームページで周知

各課への周知を強化する必要があ
る。

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）

27

(２)人権を尊重したメディア表現の啓
発・普及
メディアにおける表現が、男女平等参
画の視点に配慮され、暴力や性差別、
性の商品化を助長する表現にならな
いよう啓発に努めます。

評価（B）
・他機関からの資料・情報収集、提供
・ホームページから国、北海道等にリンクし啓発を
図る

関係機関との情報共有が必要であ
る

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）

28

(１)女性に対する暴力に関する広報活
動と関係法の周知
女性に対するあらゆる暴力が犯罪で
あるという社会的認識の徹底を図るた
め、積極的に広報活動を行い、配偶者
暴力防止法などの法律の周知に努め
ます。

評価（A）
・NPO法人ウィメンズ結と共催による人権講演会
の開催テーマ：DV被害者が働き続けるために
11月開催　参加者 65人
・女性に対する暴力防止の啓発を目的に苫小牧
市クローバーの会と共催により公共施設、町内会
館等36施設の女性用トイレに、DV防止リーフレッ
トを設置（通年）
・他にホームページ、パンフレット等で周知を図る

【継続】
・人権講演会の開催
・DV防止リーフレットを設置
【新規】
デートDV防止啓発のための中高校への
出前講座の実施

市民生活部
（男女平等参画課）

29

(２)民間シェルター支援
ドメスティック・バイオレンス等の被害
女性の保護や自立支援を行う民間
シェルターを運営する団体に対し、財
政支援を行い、連携しながら被害者支
援の充実を図ります。

評価（A）
・民間シェルターへ財政支援
シェルター運営費の一部として、家賃と光熱水費
の実支出額補助　2,104,302円
・女性センター部屋使用料免除

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）

女性に
対する
あらゆ
る暴力
の根絶

メディア
におけ
る男女
平等参
画の視
点に
立った
表現の
啓発

Ⅰ　男女平等参画の意識改革　　　３　性の尊重など男女の人権についての認識の浸透
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

30

(３)セクシュアル・ハラスメントなどの根
絶
セクシュアル・ハラスメント、ストーカー
行為、売買春など、女性の人権を侵す
行為の根絶に向けて、関係機関と連
携し予防のための啓発に努めます。

①評価（A）
・セクシャル・ハラスメントをなくすためにの冊子の
配布
・関係機関からの資料収集・提供
・情報誌ふりーむ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで相談窓口の周知
を図る
・女性に対する暴力防止の啓発を目的に、苫小
牧市クローバーの会と共催により公共施設、町内
会館等36施設の女性用トイレに、DV防止リーフ
レットを設置（通年）

②評価（Ｂ）
関係機関からの資料情報収集、提供

②関係機関への効果的な情報の
提供方法が課題である。

①②継続 ①市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

②健康こども部
（こども支援課）

31

（４）女性の人権に関する情報収集・提
供
女性に対する暴力など女性の人権に
関し、関係機関からの情報収集と提供
に努めます。

評価（B）
・女性の人権に関する図書やビデオ等の貸出
・関係機関からの女性の人権に関する情報を収
集、提供

関係機関と連携をして情報提供の
充実。図書資料室の充実が課題で
ある

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

32

(１)専門相談員による相談体制の充実
相談窓口の周知に努め、相談者に対
して専門の相談員が助言・指導を行う
など相談体制の充実を図ります。

評価（Ａ）
女性相談員の配置

相談員１名で対応しているため、２
件以上の来所相談となると対応し
切れないケースもある

女性相談員の配置継続 健康こども部
（こども支援課）

33

(２)関係機関と連携した被害者支援
警察、民間シェルターなど関係機関と
連携し、被害者の保護支援に努めま
す。

①評価（A）
被害者の二次被害防止のために、警察、民間
シェルター、関係機関等と連携し保護者支援に努
める

②評価（Ａ）
被害者の二次被害防止及び負担軽減のために、
警察、民間シェルター等と連携して支援を継続

①迅速に対応ができるように、関係
機関等の連携の強化に努める。

②異動等で毎年の連携確認が必
要

①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）

②健康こども部
（こども支援課）

Ⅰ　男女平等参画の意識改革　　　３　性の尊重など男女の人権についての認識の浸透

女性に
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あらゆ
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

34

ドメス
ティッ
ク・バイ
オレン
ス被害
者への
支援体
制の充
実

(３)相談における２次被害の防止の徹
底
市の関係部署において窓口担当者が
被害者に対応するときは、被害者に２
次被害が生じないよう配慮に努めま
す。

①評価（Ａ）
被害者の二次被害防止のため、市役所各種手続
きのこども支援課によるワンストップサービスを継
続

②評価（A）
住民基本台帳事務におけるDV等の支援措置申
出者の住所等の取扱等について、他課において
も慎重な対応を促すため申出者の情報を関係部
局に提供し、住所の取扱に対する注意喚起を
行っている。また、担当課長会議にても再確認を
行った。　当課では支援措置申出を受理する際、
各人の状況によって窓口以外の相談室などでも
受付をするなどの配慮をしている。

①異動等で毎年関係各課への協
力要請が必要

②定期的に会議等を開催するな
ど、注意喚起を促す機会を継続し
て設けたい。

①ワンストップサービスの継続

②【継続】

①健康こども部
（こども支援課）

②市民生活部
（住民課）

【自己評価】
　情報収集や情報提供に課題が多いため、各部署の連携を強めて情報の充実化を図りたい。
　協力団体や講師等と協力し合いながら事業を行っており、利用者も多く市民の関心の高さも伺える。取り組みを継続することが望ましいと考える。

Ⅰ　男女平等参画の意識改革　　　３　性の尊重など男女の人権についての認識の浸透
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

35

(１)審議会等への女性の参画促進
市が設置する審議会・委員会等の女
性委員の割合については、段階的に
目標を立て達成していきます。

評価（Ｃ）
Ｈ27.4.1現在
総委員数744人（うち女性190人）25.5％
(※附属機関及び私的諮問機関の総数)
附属機関等の委員の選任に関する要綱において「女
性委員の比率が市全体で３０％以上となるようにする
こと」と定めており、委員の選任時に女性委員の増加
に努めた。

審議会等によっては、性格上、女性
委員を選任できない場合や、団体
推薦においては、推薦先の意向も
あるので、難しい状況もある。
ただ、新たに女性の視点を取り入
れる仕組みや、推薦先に配慮をお
願いするなど関係各課において、
今後も改善のための工夫が必要で
ある。

附属機関等の委員の選任に関する要綱
において「女性委員の比率が市全体で３
０％以上となるようにすること」と定めてお
り、委員の選任時には、引き続き女性委
員の増加に努める。

総務部
（行政監理室）

36

(２)団体への女性委員の要請
審議会等に委員を推薦している団体
に対し、委員の男女の構成を配慮し必
要に応じて女性委員の推薦を要請し
ます。

評価（Ｃ）
Ｈ27.4.1現在
総委員数744人（うち女性190人）25.5％
(※附属機関及び私的諮問機関の総数)
附属機関等の委員の選任に関する要綱において「女
性委員の比率が市全体で３０％以上となるようにする
こと」と定めており、委員の選任時に女性委員の増加
に努めた。

審議会等によっては、性格上、女性
委員を選任できない場合や、団体
推薦においては、推薦先の意向も
あるので、難しい状況もある。
ただ、新たに女性の視点を取り入
れる仕組みや、推薦先に配慮をお
願いするなど関係各課において、
今後も改善のための工夫が必要で
ある。

附属機関等の委員の選任に関する要綱
において「女性委員の比率が市全体で３
０％以上となるようにすること」と定めてお
り、委員の選任時には、引き続き女性委
員の増加に努める。

①総務部
（行政監理室）

37

(３)公募制の促進、重複登用の制限
女性委員の登用を図る方法として、委
員の選出には原則として公募制を取り
入れます。また、さまざまな審議会の
性質を考慮し、同一人の重複登用を
制限し、適切な人材登用を図ります。

評価（Ｂ）
附属機関等の委員の選任に関する要綱において
「附属機関等の設置目的、所掌事項等を勘案し
たうえで、公募により選任する委員の比率を高め
るよう努めること」、また、「同一の附属機関等に
おいて同一人を再任する場合は、原則として、そ
の在任期間が引き続き１０年を超えないこと」、
「同一人を複数の附属機関等に重複して選任しよ
うとする場合は、原則として４機関までとすること」
と定めており、これらの要綱の運用に努めた

附属機関等の委員の選任に関する要綱
において「附属機関等の設置目的、所掌
事項等を勘案したうえで、公募により選任
する委員の比率を高めるよう努めるこ
と」、また、「同一の附属機関等において
同一人を再任する場合は、原則として、
その在任期間が引き続き１０年を超えな
いこと」、「同一人を複数の附属機関等に
重複して選任しようとする場合は、原則と
して４機関までとすること」と定めており、
引き続きこれらの要綱の運用に努める

①総務部
（行政監理室）

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

審議会
等への
女性の
参画の
推進

平成 24 年度まで 平成 29 年度まで市の審議会等の

女性委員の割合 ３０％ ３５％ 
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

38

市女性
職員の
登用促
進及び
職域拡
大

市女性職員の登用促進及び職域拡大
  市女性職員の採用、職域拡大、管理
職への登用促進を図り、行政における
女性の参画を促進します。

評価（Ｃ）
（１）管理職総数（一般行政職）
H25.4.1現在136人（うち女性12人）8.8％
Ｈ26.4.1現在130人（うち女性13人）10.0％
Ｈ27.4.1現在124人（うち女性13人）10.5％
（２）採用者数
H25.4.1採用41人（うち女性14人）34.1％
Ｈ25.10.1採用10人（うち女性4人）40.0％
Ｈ26.4.1採用28人（うち女性12人）42.9％
H26.10.1採用5人（うち女性1人）20.0％
H27.1.1採用2人（うち女性1人）50.0％
Ｈ27.4.1採用46人（うち女性16人）34.8％

現在策定中の特定事業主行動計画(案)
のなかで、女性の活躍推進（女性職員に
対するキャリア形成支援や職域拡大な
ど）やワーク・ライフ・バランスの推進に向
けた様々な取組を掲げており、今後その
取組を進めていく予定

総務部
（行政監理室）

39

(１)企業や団体等における女性の参画
促進
企業や団体等において、方針決定過
程への女性の参画が促進されるようさ
まざまな機会をとらえ、関係機関と連
携を図り情報の提供等を行い啓発に
努めます。

評価（B）
・企業等への広報啓発
・広報ポスター、パンフレットを掲示・設置しPRを
図る
【新規】
本市の都市宣言PRポスターを市内事業所に掲示
依頼

関係機関と連携をし情報提供の充
実が課題である。

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）

40

(２)女性の参画状況の把握
企業や団体等における女性の参画状
況の把握に努めます。

①評価（A）
商工会議所と連携し、男女平等参画に関する企
業実態を実施し、結果をホームページに掲載し
た。

②評価（B）
　平成26年10月1日現在、正規従業員5人以上を
雇用している事業所を対象に労働基本調査を実
施し、結果をホームページに掲載した。

①結果の活用方法の検討が必要。

②質問項目についての検討を行
う。

②平成27年10月1日現在、正規従業員5
人以上を雇用している事業所を対象に労
働基本調査を実施し、結果をホームペー
ジに掲載する。

①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

41

女性の
人材育
成

(１)人材育成の取り組み
さまざまな分野で女性が参画するため
に、エンパワーメントの学習会の開催
などの取り組みを行います。

評価（A）
・女性のエンパワーメント講座～自分の持ってい
る力！知らないふりしていませんか？～（3日間）
10月開催参加者31人延べ71人
・国立女性教育会館主催の男女共同参画推進
フォーラムに一般公募から１人を派遣

受講者のニーズを把握し、講座内
容の充実を図る。

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

企業や
団体等
におけ
る女性
の参画
の促進

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

42

女性の
人材育
成

(２)人材情報の収集
市の審議会等への女性の登用を促進
するため、地域や団体等で活躍する
女性の人材の情報収集に努めます。

評価（B）
関係機関や報道機関等からの情報収集に努め
る。

情報収集の方法と提供の仕方に課
題があり新たな検討が必要である。

【継続】情報収集
【新規】女性人材バンクの設置

市民生活部
（男女平等参画課）

【自己評価】
　審議会等の女性参画については、目標値を達成していない状況だが、市の管理職や新採用職員の女性割合は増加している。
　平成27年度は、女性人材バンクを設置し、審議会等の女性員の割合を増やす取組を行う予定であり、今後も工夫しながら向上を図りたい。

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

43

(１)家庭生活における男女平等参画の
促進と他の活動との両立支援
家事・育児・介護等家庭生活における
男女の固定的な役割分担意識の是正
のための啓発を行うとともに、男女が
家庭生活と他の活動を両立させるた
めの制度等の周知に努めます。

評価（A）
・家庭生活に関する講座の開催
男性を対象にした料理講座男のキッチン（初級・
中級に分けて前期・後期計３回開催）受講者51人
延べ199人
・親子料理教室の開催
親子を対象にした（親子で七夕の飾り巻き寿司を
作ろう）料理講座　時期的講座2回開催　受講者
13組26人
・路線バス車内用の都市宣言PRポスターを100枚
作成し車内に掲示（11月～３月）
・男女平等参画啓発ポスターを1,500枚作成し市
内事業所へ配布するとともに、公共施設等で掲示

【継続】講座・教室の実施
【新規】
男女平等参画推進啓発事業講演会の実
施

市民生活部
（男女平等参画課）
（指定管理施設/女
性センター）

44

(２)出産・育児に関する学習機会の充
実
これから親になる男女に対し、妊娠か
ら育児まで共に学ぶ機会の充実を図
ります。

評価（A）
パパママ教室を隔月で日曜日に6回開催、参加者
176組

定員を30組で実施しているが、実
施によっては定員を超える申込み
があり、需要の高い事業となってい
る。定員の拡大を検討中。

【継続】 保健こども部
（健康支援課）

45

(３)男性の職場中心の意識やライフス
タイルの見直し
男性が仕事と家庭生活の調和とりな
がら暮らせるよう働き方や意識の見直
しを進める啓発に努めます。

①評価（B）
・啓発ポスター掲示、パンフレットを設置、ホーム
ページによる啓発
・男女平等に関する図書資料等やビデオの貸出

②評価（B）
広報とまこまいやホームページなどにより法制度
の周知を行った。

①固定的性別役割分担意識の解
消に向けた男女平等参画への意識
啓発を図る。

②制度等の周知に努める。

①【継続】

②引き続き、広報とまこまいやホーム
ページなどにより法制度の周知に努め
る。

①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

家庭生
活にお
ける男
女平等
参画の
促進と
他の活
動との
両立支
援

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　２　男女の家庭生活と他の活動との両立支援
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

46

(１)多様な保育サービスの提供
一時保育や休日保育・延長保育をは
じめさまざまな形態で働く男女に配慮
した多様な保育サービスの提供に努
めます。

①評価（Ａ）
・一時保育事業：4園実施、延べ3,414人利用。
・休日保育事業：2園実施、延べ881人利用。
・延長保育事業：新規3園を含む8園実施、
　延べ4,506人利用。
・病児・病後児保育事業：1園新規実施。

②評価（B)
ファミリーサポートセンター事業継続
提供会員　　　１４３名
依頼会員　１，１４３名
両方会員　　　　３３名
利用件数　２，７２３名

①病児・病後児保育については、
同一法人が経営する、より在籍児
童数の多い園へ実施園を変更す
る。

②依頼件数は増加傾向にあるが、
キャンセルも多くあり、結果として利
用件数が減少した。引き続き、利用
件数増に向けた制度の周知を図
る。

①休日保育は、利用料を無料とし現行の
2園により実施を行う。

②【継続】

①健康こども部
（こども育成課）

②健康こども部
（こども支援課）

47

(２)子育て支援センター・児童館の設
置と利用促進
子育て支援センターや児童館を増設
し、地域の子育て支援機能の充実を
図り、子育ての不安感を緩和するなど
子どもの健やかな育ちを促進します。

①評価（Ａ）
・子育てルーム：新規1か所を含む4ヵ所で実施
・子育て支援センター：1ヵ所で実施
・相談件数延べ663件
・プレイルーム延べ利用者数32,874人

②評価（A）
・児童センターの運営（６館）
・利用者数　112,822人

①子育て支援センターに年度途中
から利用者支援員を配置し、これま
で以上に子育ての不安感解消に努
める。

※利用者支援員：保護者等のニー
ズを把握し、最適な子育て支援に
係る施設や事業等を提案して円滑
な利用の手助けをする役割を担う

②乳幼児連れの親子利用が増えて
おり、子育て支援としての児童セン
ター利用がますます必要とされてい
る。また、課題としては支援を要す
る児童の増加に伴う、より一層の対
応が求められている。

①【継続】

②児童センター６館の運営

①健康こども部
（こども育成課）

②健康こども部
（青少年課）

48

(３)市立幼稚園の役割の推進
市立幼稚園においては、地域の幼児
教育センター的な役割の推進に努め
ます。

【平成25年度終了】
市立はなぞの幼稚園　Ｈ26.3.31閉園

【終了】 教育部

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　２　男女の家庭生活と他の活動との両立支援

多様な
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に対応
した子
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援
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

49

(４)子どもの発達・育児などの相談の
充実
子どもの発達や育児についての理解
を深めるために、子育て教室や相談
体制の充実を図ります。また、子育て
中の親子が集まり、気軽に仲間づくり
ができる場の充実に努めます。

評価（A）
・赤ちゃん教室の実施（2か月児、7か月児、12ヶ
月児コース）　　　　2か月児コース　12回開催、参
加者353組　7か月児コース　24回開催、参加者
実268組、延477組　12か月児コース　12回開催、
参加者204組
・子育てサロンの実施
　児童センター等において45回開催し、実参加者
348人、延参加者716人の乳児が参加

・今後も内容充実を図るため、情報
収集に努めたい。

【継続】 健康こども部
（健康支援課）

50

多様な
ライフス
タイル
に対応
した子
育て支
援

(５)ひとり親家庭の支援
ひとり親家庭からの生活・養育相談に
対応するため、専門相談員による助
言・指導を行うなど相談体制の充実を
図ります。

評価（Ａ）
・母子父子自立支援員の配置継続
・母子家庭等自立支援給付金、母子家庭等児童
入学援助金、児童扶養手当の支給継続

・窓口では各種申請手続き等で時
間を要するケースが多い。
・母子家庭等自立支援給付金は自
立に有効であり、今後も必要と思わ
れる。

【継続】
・母子父子自立支援員の配置継続
・母子家庭等自立支援給付金、母子家庭
等児童入学援助金、児童扶養手当の支
給継続。
【新規】
ひとり親家庭学習支援事業を開始。ひと
り親家庭で塾等に通わせることの出来な
い家庭の中学生を対象に学習支援事業
を開始する。

健康こども部
（こども支援課）

51

多様な
ライフス
タイル
に対応
した子
育て支
援

(６)障がいのある子どもに関する相談・
指導体制の充実
障がいのある子どもやその家族に対
して、相談や指導の支援体制の充実
を図ります。

評価（B）
（１）相談件数　　　　　　　　　　489件（未就学）
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　185件(就学）
（２）療育指導　延指導回数　6025回（未就学）
　　　　　　　　　　　　〃　　　　 1,786回（就学）
（３）保育所等訪問　　　　　　　　81回（未就学）
（４）相談支援計画作成件数　　211件（未就学）

・療育指導の回数増
・相談支援体制の整備

【継続】 福祉部
（心身障害者福祉セ
ンター）

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　２　男女の家庭生活と他の活動との両立支援
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

52

多様な
ライフス
タイル
に対応
した子
育て支
援

(７)児童虐待に関する支援
児童虐待や養育困難などの相談に対
応するため専門相談員による助言・指
導を行うなど相談体制の充実を図ると
ともに、関係機関と連携をとりながら要
保護児童とその家族の支援に努めま
す。また、児童虐待の予防策として、
育児不安や親の孤立化を防ぐための
支援の充実を図ります。

①評価（A）
生後４か月までの乳児に対し、保健師または助産
師が全戸訪問（こんにちは赤ちゃん事業）を実
施。　　　　　　　　　　　　　　（平成27年5月15日実
績）対象1,456人に対し1,445人訪問済み

②評価（Ａ）
・苫小牧市要保護児童対策地域協議会運営
代表者会議1回
実務者会議5回
ケース会議77回
・児童相談員の配置

①対応困難なケースに関しては、
妊娠期から信頼関係を築き、連絡
が取れる体制を整える等、対象者
全員の訪問実現を目指す。

②
・会議における個人情報の取り扱
いには守秘義務との関係から高度
な判断がもとめられる。構成機関が
多機関に及び、毎年連携の確認が
必要。
・要保護児童の対応ではその家族
の支援も必要なケースが多く、相談
及び支援内容が広範に及んでい
る。

①【継続】

②【継続】
・苫小牧市要保護児童対策地域協議会
運営
代表者会議1回
実務者会議5回
ケース会議60回
・児童相談員配置継続

①健康こども部
（健康支援課）

②健康こども部
（こども支援課）

【自己評価】
　普及啓発事業やその参加をサポートする保育事業等は充実しており見直しも積極的に行われているが、課題が残っている。
　課題解決を図り、更なる推進が必要であると考える。

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　２　男女の家庭生活と他の活動との両立支援
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

53

(１)男女雇用機会均等法の周知
募集・採用・配置・昇進など雇用管理
での女性への差別を禁止した男女雇
用機会均等法の周知に努めます。

①評価（B）
リーフレット、ガイドブックの設置、啓発ポスター掲
示やホームページによる男女雇用均等法の啓発

②評価（B）
広報とまこまいやホームページなどにより法制度
の周知を行った。

①②制度等の周知に努める。 ①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

54

（２)女性労働者の能力発揮促進
企業において、女性を積極的に活用し
能力発揮の取り組みがなされるよう、
関係機関と連携し啓発に努めます。

①評価（B）
リーフレット、ガイドブックの設置、啓発ポスター掲
示やホームページによる男女雇用均等法の啓発

②評価（B）
広報とまこまいやホームページなどにより法制度
の周知を行った。

①②制度等の周知に努める。 ①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

55

(３)セクシャル・ハラスメント防止の啓
発と相談窓口の周知
労働環境を悪化させるセクシュアル・
ハラスメントの防止の啓発と相談窓口
の周知に努めます。

①評価（B）
リーフレット、ガイドブックの設置、啓発ポスター掲
示やホームページによる男女雇用均等法の啓発

②評価（B）
広報とまこまいやホームページなどにより法制度
の周知を行った。

①②制度等の周知に努める。 ①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

56

(４)男女雇用機会均等法に基づく紛争
解決援助制度の周知
職場における男女差別など男女雇用
機会均等法に基づく労働者と事業主
の間の紛争解決のための援助など制
度の周知に努めます。

①評価（B）
リーフレット、ガイドブックの設置、啓発ポスター掲
示やホームページによる男女雇用均等法の啓発

②評価（B）
広報とまこまいやホームページなどにより法制度
の周知を行った。

①②制度等の周知に努める。 ①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

57

(５)育児・介護休業法や働く女性の健
康管理制度の周知
育児・介護休業法や働く女性の母性
保護や母性健康管理制度の周知に努
めます。

①評価（B）
リーフレット、ガイドブックの設置、啓発ポスター掲
示やホームページによる男女雇用均等法の啓発

②評価（B）
　広報とまこまいやホームページなどにより法制
度の周知を行った。

①②制度等の周知に努める。 ①②【継続】 ①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

男女平
等な雇
用環境
の整備

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　３　就労等における男女平等の確保
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

58

(１)女性の再就職支援
結婚・育児・介護などを理由として退
職した女性の再就職支援のため、関
係機関と連携し相談や学習機会の充
実に努めます。

評価（A）
・苫小牧公共職業安定所の実施するマザーズハ
ローワーク事業を共催
（1）ビジネスマナーセミナー6・2月開催　参加者延
べ31人
（2）パソコン短期セミナー6・3月開催　参加者延べ
100人
（3）メイクアップセミナー6・9・2月開催 参加者延べ
36人

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）

59

(２)再就職や就業形態に関する情報収
集・提供
再就職や起業を目指す女性のための
情報や在宅勤務・ＳＯＨＯなどの新し
い就業形態の情報の収集と提供に努
めます。

評価（B）
・関連機関と連携したホームページ等による情報
提供、パンフレットを公共施設に設置しPRを図る

関係機関と連携し情報提供の充実
に努める。

【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）

60

多様な
働き方
におけ
る労働
環境の
整備

(１)パートタイム労働に関する情報提
供と実態の把握
企業や労働者への短時間労働者の雇
用管理の改善等に関する法律（パート
タイム労働法）の周知や、関連情報の
提供を関係機関と連携し行います。ま
た、企業の協力を得て、実態の把握に
努めます。

①評価（B）
リーフレットの設置、ホームページによる情報提
供

②評価（B）
平成26年10月1日現在、正規従業員5人以上を雇
用している事業所を対象に労働基本調査を実施
し、結果をホームページに掲載した。

①関係機関と連携し情報提供の充
実に努める

②質問項目についての検討を行
う。

①【継続】

②平成27年10月1日現在、正規従業員5
人以上を雇用している事業所を対象に労
働基本調査を実施し、結果をホームペー
ジに掲載する。

①市民生活部
（男女平等参画課）

②産業経済部
（工業労政課）

女性の
就業機
会の拡
大

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　３　就労等における男女平等の確保
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

61

多様な
働き方
におけ
る労働
環境の
整備

(２)農業・水産業・商工自営業等にお
ける女性の参画促進
雇用の形態をとらない農業や漁業、商
工自営業において、男女が共に生産
や経営に重要な役割を担っていること
から、経営や方針決定への女性の参
画推進を図ります。

評価（B）　(商工自営業等を除く）

　「人・農地プラン（24年9月作成）」の見直しに係
る検討会において、メンバー5名のうち3名の女性
が参加。
（26年2月に開催）
（検討会構成メンバーの3割以上が女性であるこ
とが要件）

　(商工自営業等を除く）

　農水産業は、男女の別なく、単独で
経営を行うことが困難であるため、家
族経営が圧倒的に多い産業分野で
ある。
　農林水産省では、農山漁村におけ
る男女共同参画社会の形成促進を
進めるため、農山漁村女性表彰や女
性の経営参画、社会参画を促進する
様々な研修やセミナーなどの事業を
支援しており、近年は家族経営協定
による共同経営者として女性が対等
に経営参加するケースや、地域農業
の将来を考える「人・農地プラン」検
討会の構成メンバーのうち3割が女性
であることが要件となっている。

【継続】　(商工自営業等を除く）

　本市独自の取組みとして、農水産業に
おける男女の平等な就労に関する施策を
行うことは困難であるが、農業者・水産業
者との関わりのなかで、女性の参画促進
の可能性について探っていく。
　24年9月作成の「人・農地プラン」は、随
時見直しが必要であるが、検討会構成メ
ンバーの3割以上が女性であることが要
件となっており、女性の意見が十分に反
映されるよう実施していく。

産業経済部
（農業水産課）

【自己評価】
　リーフレットやセミナーを中心に啓発事業を継続するとともに、ホームページ等を活用し、更なる周知を図る。

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　３　就労等における男女平等の確保
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

62

（１）地域活動への男女平等参画の促
進
男女が生き生きと暮らすことができる
地域社会をつくるため、町内会やＰＴ
Ａ、ボランティアなどの活動への参画
を促進します。

評価（Ａ）
ｱｲﾋﾞｰ･ﾌﾟﾗｻﾞﾗｼﾞｵ体操会の実施(1月延べ参加人
数199人)

【継続】 教育部
（生涯学習課）

63

(２)地域社会への男女平等参画の重
要性の啓発
町内会やＰＴＡなど地域活動に男女が
共に参画し、共に責任ある役割を担う
重要性について理解を深めてもらうよ
う努めます。

評価（B）
関係団体協力による参加促進の啓発
男女平等参画情報誌の配布、講座、講演会等の
広報周知やチラシの配布などによる情報提供
【新規】
額縁に入れた苫小牧市男女平等参画都市宣言
文を町内会館、学校、公共施設などに掲示

更なる啓発が必要である。 【継続】 市民生活部
（男女平等参画課）

64

(１)地域防災における男女平等参画の
促進
防災や災害復興において男女のニー
ズを考慮し、女性の視点を生かした地
域防災組織の活動を促進します。ま
た、地域で活動する消防団において
は、女性の参画を促進し地域住民に
対する防火指導や啓発活動に努めま
す。

①評価（A）
 男女のニーズを取り入れた避難所の運営及び災
害用備蓄品の検討を行った。

②評価（Ａ）
高齢者世帯防火訪問、幼稚園等の園児を対象と
した防火教室、イオン苫小牧ショッピングセンター
での防火イベントに女性消防団員が参加し、防火
指導や防火啓発活動を実施することができた。

なし ①地域の出前講座などにより啓発活動を
行う。

②高齢者世帯防火訪問、幼稚園等の園
児を対象とした防火教室等、女性消防団
による防火指導や防火啓発活動を継続
する

①市民生活部
（危機管理室）

②消防本部
（総務課）

65

(２)防災に関する学習機会の提供
防災の分野において男女が共に活躍
するため防災セミナーなど学習機会の
充実に努めます。

①評価（A） 女性センターの防災に関する研修会
へ講師を派遣し、学習機会を提供した。

②評価（Ａ）
女性応急手当指導員による救命講習会の開催を
継続することができた。

なし ①女性団体などからの研修講師派遣依
頼に積極的に協力し、学習機会の充実に
努める。

②女性応急手当指導員による救命講習
会の開催を継続する。

①市民生活部
（危機管理室）

②消防本部
（総務課）

防災分
野への
男女平
等参画
の促進

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　　４　地域社会への男女平等参画の促進

地域社
会への
男女平
等参画
の促進

21 ページ



　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する

66

(１)異文化・価値観の多様性を理解す
るための学習機会の充実
男女平等参画の推進が世界の動きと
連動していることから国際的認識を深
めるため、学校教育、社会教育におい
て異文化や価値観の多様性の理解を
深める学習機会の充実に努めます。

①評価（Ａ）
生涯学習施設における外国語講座開催
コミュニティセンターで外国語・文化紹介講座開催
　　LET‘s　SPEAK　ENGLISH！英語を話そう
     初級　中級講座  （受講者延べ人数464人）

②評価（A）
生涯学習施設における外国語講座開催
・女性センターで開催
英会話講座（前期・後期2回参加者28人延べ218
人

③評価（Ａ）
文化交流ｾﾝﾀｰでの英語講座の開催
【新規】
ﾌﾞﾙｰﾑﾎﾞｰﾙ世界大会in苫小牧文化交流事業への
協力

④評価（Ａ）
外国語指導助手（ALT）を各学校に派遣した。

④小学校外国語活動の充実のた
め、指導助手の増員を図る。

①生涯学習施設における外国語講座や
外国文化に触れる（料理、音楽、ダンス、
スポーツ等）講座の企画、開催を継続す
る

②【継続】

③内容を変更して実施

④【新規】
小学校外国語活動指導助手の配置

①市民生活部（指定
管理施設/各コミュ
ニティセンター）
②市民生活部
（指定管理施設/女
性センター）
③教育部
（指定管理施設/文
化交流センター）
④教育部
（指導室）

67

(２)「草の根」国際交流の実現
姉妹・友好都市市民とのホームステイ
交流や外国籍市民とのふれあいを通
じ、国際理解を深め「草の根」国際交
流を推進します。

評価（A）
(1)国際交流に係る市民の参加促進
　・ボランティア新規登録者21人（登録者計113
人）
　・ボランティアによるホームステイ受入れ
　・ホストファミリーのための英会話教室の実施
　・国際交流事業での日本文化の披露等の協力
(2)在苫外国人の市民交流を推進
　・在苫外国人と市民の交流会を２回実施
　・日本語講座開設（通年）
  ・相談窓口開設（通年）

　国際交流事業で、ボランティアの
登録を呼びかける。
　国際交流事業に参加経験のない
市民にも、気軽に参加することがで
きるイベントを企画し、多くの市民の
国際理解を深めまちの国際化を推
進する。

【継続】
(1)国際交流に係る市民の参加促進
　・ボランティアの普及・登録受付
　・ホストファミリー等ボランティアとの協
働
　・ホストファミリーのための英会話教室
(2)在苫外国人の市民交流への参加推進
　・交流会の実施
　・日本語講座の開設
　・相談窓口開設

総合政策部
（市民自治推進課）

【自己評価】
　災害対策等の市民の関心が高い分野での事業が充実しており良いと考える。課題改善をとおしてさらに実態に即した事業を実施したい。
　国際交流に関する事業も多くの参加者があり、今後も継続して取組みたい。

Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の推進　　　　４　地域社会への男女平等参画の促進

男女平
等参画
の視点
を生か
した国
際交流
の促進
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（１）健康管理や病気予防対策の充実
市民の心身の健康管理や病気予防の
ため、各種健康診断の受診向上と予
防対策や相談体制の充実を図りま
す。

①評価（B）
(1)　特定健診・特定保健指導
　　対象者　40～74歳
　　自己負担　無料
　　健診受診率　目標34％　実績31.9％
　　保健指導実施率　目標31％　実績6.3％
　　※実績は、平成27年4月27日現在の速報値

(2)　各種ドック受診料助成事業
　　　対象者　30～74歳
　・人間ドック　　定員320人　受診317人
　　　　　　　　 　自己負担　6,300円　助成13,860円
　・脳ドック　　　定員200人　受診199人
　　　　　　　　 　自己負担　8,000円　助成16,000円
　・PET-CT　　　定員100人　受診98人
　　　　　　　　 　自己負担　30,000円　助成65,300円

②評価（B）
がん検診受診数（平成26年度実績）
胃がん検診　2,170人、肺がん検診　8,409人、大腸
がん検診　5,940人、子宮頸がん検診　4,357人、乳
がん検診　2,758人　  そのうち、子宮頸がん検診、
乳がん検診、大腸がん検診の対象者のうち、特定年
齢対象者に対してがん検診無料クーポン券を送付
し、受診促進を図った。（子宮頸がん検診1,576人、
乳がん検診1,354人、大腸がん検診1,196人）健康教
育（市民健康教室等）36回開催・延1,946人参加。健
康相談　37回開催・延365人参加。

①
(1)　特定健康診査については、ハガ
キ・電話・訪問勧奨を強化して実施し、
新たにイベントや健康教室でも勧奨を
実施した。保健指導は新規事業である
運動新プログラムの取り組みによって
実施率は前年を上回る結果となった
が、目標値は達成していないので、
データヘルス計画に基づく受診率向上
対策が急務となる。

(2)脳ドックは定員を上回る募集があっ
たが、人間ドック・ＰＥＴ-ＣＴについては
追加募集を行った。各事業とも未受診
者がいたので、決定者の受診率を
100％にするために検討が必要。

②国は平成24年6月時点で、5年以内
にがん検診受診率50％(胃・肺・大腸は
当面40％)達成を目標としているが、苫
小牧は未達成となっている(子宮22％、
乳20％、胃5％、肺22％、大腸13％)
・子宮頸がん及び乳がんについて20歳
(子宮頸がん)、40歳(乳がん)になった方
に対し、新たにクーポン券及びがん検
診手帳を交付し、がん検診普及と受診
率の向上を図る。40、45、50、55、60歳
の方への大腸がん検診クーポンは27
年度も継続して実施。

①
(1)　【継続】
前年度と同様受診勧奨を実施し、H27年
度の受診率目標36％の達成に向けて取
組を強化する。
【新規】
平成27年度よりデータヘルス計画に基づ
き健康意識の向上と受診率向上に取り組
む。

(2)【継続】定員は前年同様で実施する。
申し込みは定員を超えるので、受診率が
100％になるよう早期に予約の確認等の
連絡をする。

②【継続】

①市民生活部
（国保課）

②健康こども部
（健康支援課）

69

(２)生活習慣・食生活の改善指導
健康的な生活習慣の普及や食生活の
改善・指導など健康づくりを進めます。

評価（A）
保健師及び栄養士等による健康教室の実施（内
臓すっきり教室、ヘルスアップ教室）22回開催、延
281人参加。

H27から保健センターに移管し、内
容の充実を図ることで参加者数を
増やす。

【継続】
ハスカッププラザ（新保健センター）にお
ける事業の実施

健康こども部
（健康支援課）

70

(３)スポーツ活動の推進
スポーツを生活に取り入れるなど体力
づくりのための活動を支援します。

評価（A）
健康づくり、体力づくり等の講座の開催、各ス
ポーツ施設において年代に応じた各種スポーツ
教室、事業を実施

スポーツに関心のない市民を取り
込む

引き続き健康づくり、体力づくり等の講座
の開催、各スポーツ施設において各年代
が参加しやすい教室、事業を実施する。

総合政策部
（スポーツ推進室）

男女の
健康の
保持・
促進

Ⅲ　健康で生き生きと暮らせる環境の整備　　　　１　生涯にわたる健康づくりの推進
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(４)リプロダクティブ・ヘルス／ライツに基
づく健康支援
リプロダクティブ・ヘルス／ライツの考え
方に配慮した女性の生涯を通じた健康
支援を行います。

評価（A）
妊娠期から成人期まで各種検（健）診、訪問、相
談等を通し、個々の健康問題に対応している。

様々なケースに対応できるよう、研
修等に積極的に参加し、保健師
個々のスキル向上に努めたい。

【継続】 健康子ども部
（健康支援課）

72

(５)女性の健康に関わる問題の情報
収集・提供
女性の健康をおびやかす諸問題に関
し情報収集と提供に努めます。

評価（A）
女性特有のがん検診推進事業の実施
・若年層の子宮がん検診の普及啓発のため
成人式において啓発チラシ付あぶら取り紙配布。
大学及び専門学校においてポスターの掲示及び
リーフレットの設置。
・子宮頸がんワクチンの無料接種（中１～高１）

左記取組みについては、引き続き
普及啓発に努めるとともに、受診率
の向上に繋がるような周知方法を
模索する。

【継続】 健康子ども部
（健康支援課）

73

（１）妊娠・出産の諸制度の周知と健康
指導
妊娠・出産期の諸制度の周知に努
め、健康指導と相談体制の充実を図り
ます。

評価（A）
母子手帳交付時に、窓口で保健師、看護師、助産
師が諸制度の情報提供を行った。また「妊婦問診
票」によりハイリスク妊婦を早期に把握し継続支援
につなげた。
母子手帳交付時の相談1,503人

引き続き、諸制度の内容周知に努
めたい。

【継続】 健康子ども部
（健康支援課）

74

（２）妊婦健診等母子保健事業の充実
妊婦健診や乳幼児健診などの各種健
診と保健指導の充実に努めます。

評価（A）
・妊婦健康診査の助成　14、超音波検査の助成　4
回分
・乳幼児健診の実施
　4か月健診、10か月健診、1歳6か月健診、3歳児健
診、低体重児健診、経過観察クリニック
・1歳6か月健診事後教室の実施、72回開催し、実来
所者117人、延来所者560人
・3歳児健診事後教室の実施、24回開催し、実来所
者42人、延来所者150人

引き続き、各種健診と保健指導の
充実に努めたい。

【継続】 健康子ども部
（健康支援課）

75

医療体
制の充
実

性が尊重された医療体制
　生涯にわたり健康に暮らすために、
市立病院において、医療の充実に努
めるとともに、女性が受診しやすい環
境の整備に努めます。

評価（B）
・女性が安心して受診できる環境を整備するために
女性スタッフの採用に努め、平成26年度までに安定
的なスタッフ数を確保している。特に、レントゲンなど
を担当する技師職員の約50%は女性職員である。
・例年どおり助産師外来、マタニティークラブは継続
的に取り組んでいる。

忙しい職場ゆえ、スタッフのモチ
ベーションが下がり、医療現場に支
障が出ないように周りのスタッフが
サポートしていくことが求められ、働
きやすい職場環境を作ることが重
要と考えられる。

昨年度に引き続き、女性職員の比率を維
持するとともに、女性が受診しやすい環
境づくりに努める。

市立病院

【自己評価】
　利用率に課題があるものの、事業は充実している。利用者の向上を図る取り組みを強化したい。

妊娠・
出産等
に関す
る健康
支援

Ⅲ　健康で生き生きと暮らせる環境の整備　　　　１　生涯にわたる健康づくりの推進

男女の
健康の
保持・
促進
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高齢者
や障が
い者が
安心し
て暮ら
せる環
境整備

①評価（B）
(1)地域包括支援センターとの連携
 　市内7か所に設置
(2)二次予防事業の対象者把握事業
   把握総数　4,764人
(3)通所型介護予防事業「はつらつ教室」(委託事業)
   市内9会場　年間27コース実施
　実人数　181人　延べ人数8,985人
(4)訪問型介護予防事業
   実人数　166人　延べ人数　167人
(5)地域介護予防活動支援事業
   自主グループ等へ介護予防講師派遣事業の実施
   開催回数　29回　実施人数　364名
   介護支援いきいきポイント事業の開始
   登録者　397名　活動延べ人数　6,344名
(6)介護予防普及啓発事業
   出前講座、介護予防講演会、認知症サポーター養
成
　 講座、げんき倶楽部(市内9会場)、地域介護予防教
室
   (委託事業　市内19会場)
　開催回数　1,188回　実施人数22,633人
(7)在宅老人給食サービス事業
　4,038人に88,653食を配食
(8)寝たきり老人等紙おむつ給付事業
3,349人に給付
(9)家族介護慰労金支給事業
1人に支給
(10)住宅改修支援助成事業
上期　103件　206,000円を支給
下期　123件　246,000円を支給

②評価（B）
（１）15教室と4講座（パソコン、料理、絵手紙、軽体操）
等の開催　延利用者　46,315人
（２）健康相談（嘱託医、看護師）センター利用者の健
康等の相談　述利用者　3,607人
（３）機能訓練室　簡易な健康器具を利用　延利用者
3,277人
（４）ふくろう演芸会の開催（年2回　6月・11月）　6月
延186人　、11月延200人
（５）高齢者福祉センター祭（9月の2日間）　延700人

②利用率の向上やサービス向上に
向けた具体的な取組。地域や関係
機関等との協働・連携。複合機能を
活用した世代間交流

①【継続】
(1)地域包括支援センターとの連携
(2)二次予防事業の対象者把握事業
(3)通所型介護予防事業「はつらつ教室」
(4)訪問型介護予防事業
(5)地域介護予防活動支援事業
(6)介護予防普及啓発事業
(7)在宅老人給食サービス事業
　 93,600食を配食
(8)寝たきり老人等紙おむつ給付事業
3,492人に給付
(9)家族介護慰労金支給事業
4人に支給
(10)住宅改修支援事業
＠2,000円×300件　600,000円の予算を
計上

②【継続】
（１）15教室と講座（パソコン・料理・絵手
紙・軽体操）等の開催
（２）健康相談（嘱託医、看護師）
（３）機能訓練室　簡易な健康器具を利用
（４）ふくろう演芸会の開催（年２回　６月・
１１月）
（５）高齢者福祉センター祭（９月２日間）

①福祉部
（介護福祉課）

②福祉部
（指定監理施設/高
齢者福祉センター）

（１）高齢者に対する福祉の整備
高齢者が健康で生き生きとした生活を
送るため、保健・医療・生きがい対策
や介護予防システム施策に努め、介
護サービスの整備及び質的向上を図
り、介護に関する相談体制の充実を図
ります。

Ⅲ　健康で生き生きと暮らせる環境の整備　　　　　２　高齢者等が安心して暮らすための環境の整備
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（２）障がい者の福祉と家族への支援
重度の障がい者とその家族に対する
自立支援給付や地域生活支援事業に
よる福祉サービスの支援体制の充実
に努めます。

評価（Ａ）
・自立支援給付　　3,800,563千円
・地域生活支援事業　　69,552千円
　上記のほか、専門相談員（就労・ろうあ）や手話
通訳者の配置、地域活動支援センターその他障
害者団体への活動助成等を実施。
(※)上記は決算見込額のため、額に変更を伴う場
合がある。

なし ・自立支援給付　　4,016,251千円
・地域生活支援事業　　70,148千円
　上記のほか、専門相談員（就労・ろう
あ）や手話通訳者の配置、地域活動支援
センターその他障害者団体への活動助
成等を実施。

福祉部
（障がい福祉課）
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（３）高齢者や障がい者にやさしいまち
づくり
高齢者や障がい者が社会生活を安全
快適に送ることができるよう、各種
サービス提供機関や居住空間、公共
施設の整備に努め、高齢者等にやさし
いまちづくりを推進します。

①評価（Ａ）
コミュニティーセンター体育館の高齢者（70才以
上）及び障がい者無料利用
・年間利用者実績（高齢者16,987人、障がい者
350人）

②評価（A）
・錦岡西1号公園・豊川4丁目公園・新富1丁目公
園・末広北公園・明野6号公園・沼ノ端南7号公園
のリニューアル整備に伴い園路、便所等のバリア
フリー化を実施
・ウトナイ7号公園を新規整備（園路のバリアフ
リー化等）

③評価（A）
・庁舎１・２階中央階段の手摺を設置。

②公園のリニューアル整備・新規整
備後には、速やかにfacebook等を
利用して広報に努める

①コミュニティセンター体育館の高齢者
(70才以上)及び障がい者の無料利用を
継続する。

②
・沼ノ端南6号公園・沼ノ端南8号公園・大
成1号公園・船見1丁目公園のリニューア
ル整備に伴い園路、便所等のバリアフ
リー化を実施
・弥生わかば公園を新規整備（園路のバ
リアフリー化等）

①市民生活部
（市民生活課）

②都市建設部
（緑地公園課）

③総務部
（総務課）
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い者の
社会参
画の促
進

（１）高齢者の社会参画支援
高齢者が知識や経験を生かしたボラ
ンティア活動や地域活動、就労などさ
まざまな分野に活躍できるよう社会参
画の支援に努めます。

①評価（B）
（公社）苫小牧市シルバー人材センターに対し、
運営費補助金として、7,280千円を支出した。

②評価（A）
町内会等運営費支援
　・市内86の町内会等の組織への運営費支援
　　（助成金額27,115,475円）

①高齢者の社会参画支援の観点
から、引き続きシルバー人材セン
ターに対する財政支援の継続は必
要である。

①（公社）苫小牧市シルバー人材セン
ターに対し、運営費補助金を支出する。

②町内会等運営費支援
　・市内86の町内会等の組織への運営費
支援を継続します。

①産業経済部
（工業労政課）

②市民生活部
（市民生活課）

高齢者
や障が
い者が
安心し
て暮ら
せる環
境整備
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　　平成26年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第２次）施策別実施状況調べ

番号 平成26年度実施状況及び自己評価
課題及び改善点
新規事業計画等

27年度実施計画 担当部署施策の内容

評価：（Ａ）達成している　  （Ｂ）概ね達成している　  （Ｃ）達成不十分　  （Ｄ）事業の見直しを要する
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（２）高齢者の学習機会の充実
長生大学やスポーツなど積極的に参
加できるよう学習機会の充実に努めま
す。

評価（Ａ）
長生大学の開校
５大学336人の学生が、文学・健康・教養等21回
の本講座で学ぶ。校外研修・クラブ活動・大学祭
等も実施
高齢者主張発表会の実施（11月実施発表者9人/
入場者360人）

【継続】 教育部
（指定管理施設/文
化交流センター）

81

（３）障がい者の就労支援
障がい者が地域で生きがいをもって自
立した生活を送るため、能力を発揮
し、適性や身体の状況に応じ多様な働
き方を可能にする支援の充実を図りま
す。

評価（Ａ）
(1)障害者就労相談員による雇用の橋渡し
・関係機関（ハローワーク、企業等）との連携
・当事者との面談、面接同行等
(2)地域自立支援協議会作成パンフ『絆』の活用
・福祉的就労の場や支援団体等の紹介
(3)働く幸せチャレンジ事業の継続実施（8人月の
任用）

・ジョブコーチ推進事業
・障がい者就労啓発パンフレット更
新事業

【継続】
平成26年度までの取組を引き続き実施。
【新規】
左記新規事業を展開。

福祉部
（障がい福祉課）

【自己評価】
継続事業においても内容の検証を行い、ニーズに合った事業の充実化を図りたい。
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